
 

は
じ
め
に
、
町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
後
援
会
が
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
開
催
の
予
算
に
関
与
し
た
か
の
よ

う
な
指
摘
が
一
部
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

＊
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
の
詳
細
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

６
月
議
会
開
か
れ
る 

 

６
月

18
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
一
宮
町
議
会
定
例
会
は
補
正
予

算
の
ほ
か
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

補
正
予
算
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

平
成

27
年
度
一
般
会
計(

第
１
次)

補
正
予
算 

補
正
額 

５
２
０
２
万
円 

○
地
域
再
生
戦
略
計
画
策
定
事
業       

１
０
０
０
万
３
千
円 

 

Ｊ
Ｒ
上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
開
設
を
含
む
、
環
境
整
備
計
画
「
新
世
代

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
計
画
」
を
１
０
０
％
国
の
交
付
金
で
策
定
し
ま
す
。 

 

駅
東
口
開
設
が
構
想
か
ら

27
年
経
っ
て
も
実
現
せ
ず
、
町
の
長
年
の

懸
案
事
項
で
あ
る
理
由
は
、
事
業
費
の
財
源
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
た

め
で
し
た
。 

 

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
今
後
は
で
き
る
だ
け
早
く
Ｊ
Ｒ
側
と
協

議
を
重
ね
、
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
作
成
し
た
計
画
書
を
持

っ
て
国
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
に
臨
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
再

生
法
の
事
業
認
定
の
採
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
事
業
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、

総
事
業
費
の

50
％
の
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
極
め
て
有

利
な
条
件
で
駅
東
口
開
設
が
進
展
し
ま
す
。 

○
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
作
成
事
業             

９
０
０
万
円 

 

地
図
と
位
置
情
報
を
利
用
し
て
最
寄
り
の
授
乳
室
や
オ
ム
ツ
替
え
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
検
索
で
き
る
機
能
を
中
心
に
、
子
育
て
に
役
立
つ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
盛
り
込
ん
だ
町
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
作
成
し
ま
す
。 

 

な
お
、
現
在
申
請
中
の
国
の
交
付
金
が
採
択
さ
れ
た
場
合
に
こ
の
事

業
を
行
い
ま
す
。 

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業                 

６
６
０
万
円 

 

元
川
鉄
保
養
所
前
の
町
道
及
び
ホ
テ
ル
一
宮
シ
ー
サ
イ
ド
オ
ー
ツ
カ

海
側
の
町
道
の
迷
惑
駐
車
対
策
と
し
て
、
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
を
設
置
し
ま

す
。 

 

総
延
長
は
お
よ
そ
２
キ
ロ
に
も
及
ぶ
も
の
で
す
が
、
地
元
新
浜
区
民

が
長
年
苦
し
ん
で
き
た
迷
惑
駐
車
の
解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

○
県
道
一
宮
停
車
場
線
植
栽
帯
整
備
事
業   

４
９
８
万
２
千
円 

 

役
場
前
の
県
道
一
宮
停
車
場
線
の
植
栽
帯
お
よ
そ
１
・
３
キ
ロ
を
、

維
持
管
理
が
容
易
な
ガ
ザ
ニ
ア
で
整
備
し
ま
す
。
こ
の
道
は
一
宮
海
岸

の
正
面
玄
関
に
当
た
る
位
置
付
け
で
あ
り
、
環
境
美
化
の
一
環
と
し
て

大
塚
基
金
を
使
用
し
ま
す
。 

 

本
来
、
県
道
と
し
て
千
葉
県
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
は
財
政
上
の
理
由
で
維
持
管
理
が
不
足
し
て
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
町

と
し
て
は
、
町
中
心
部
の
駅
か
ら
海
岸
へ
と
続
く
象
徴
的
な
道
路
で
あ

る
上
、
観
光
客
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者
の
目
に
留
ま
る
道
路
で
も

あ
る
た
め
、
平
成

27
年
度
に
住
民
提
案
事
業
で
整
備
し
て
い
く
方
針
を

立
て
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

応
募
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
や
九
十
九
里
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
前
ま
で
に
町
が
整
備
す
る
も
の
で
す
。 

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
係
経
費           
４
３
０
万
１
千
円 

 

10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
、
カ

ー
ド
の
作
成
な
ど
を
１
０
０
％
国
の
補
助
金
で
行
い
ま
す
。 

○
原
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業                 

２
４
０
万
円 

 

笛
、
太
鼓
な
ど
の
お
祭
り
備
品
を
１
０
０
％
県
の
助
成
金
で
整
備
し

ま
す
。 

○
一
宮
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
法
面
改
修
工
事   

１
２
９
万
６
千
円 

 

城
山
下
の
法
面
モ
ル
タ
ル
吹
付
の
一
部
が
剥
離
し
た
た
め
、
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。 

 

は
ま
ぐ
り
祭
り 

 

一
宮
海
水
浴
場
の
海
開
き
と
同
時
に
「
南
九
十
九
里
は
ま
ぐ
り

祭
り

in
一
宮
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
「
県
民
の
日
」
長

生
地
域
行
事
と
し
て
例
年
以
上
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

は
ま
ぐ
り
拾
い
や
つ
ま
み
ど
り
、
直
売
で
手
に
入
れ
た
は
ま
ぐ

り
を
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

日
時 

７
月

18
日
（
土
）
午
前

11
時
～
午
後
３
時 

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止 

会
場 

一
宮
海
水
浴
場 

 

渚
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト 

 

大
塚
実
基
金
を
利
用
し
て
旧
国
民
宿
舎
跡
地
に
整
備
さ
れ
た

一
宮
海
岸
広
場
の
竣
工
記
念
に
合
わ
せ
て
、
「
渚
の
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

99
も
の
多
彩
な
お
店
と
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

日
時 

７
月

19
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時 

※
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止 

会
場 

一
宮
海
岸
広
場
（
旧
国
民
宿
舎
一
宮
荘
跡
地
） 
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７
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
、  

千
葉
県
道
路
公
社
の
有
料
道
路(

九
十
九
里
有
料
道
路
・
東
金
九

十
九
里
有
料
道
路
・
千
葉
外
房
有
料
道
路
な

ど)

が  

無
料
に
な
り
ま
す
。 



ウ
ミ
ガ
メ
会
議
開
催
へ 

 

11
月
に
一
宮
町
で
開
催
さ
れ
る
第

26
回
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会

議
（
一
宮
会
議
）
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
会
議
へ
の
町
か
ら
の
補
助
金
は
そ
の
全
額
が
大
塚
実

海
と
緑
の
基
金
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
。
大
塚
基
金
は
条
例
に
よ
り

環
境
保
護
の
目
的
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
他
の
目
的
に
使
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

大
塚
実 

海
と
緑
の
基
金 

 

大
塚
基
金
は
、
株
式
会
社
大
塚
商
会
の
創
業
者
で
あ
り
、
現
在

は
相
談
役
名
誉
会
長
の
大
塚
実
氏
が
一
宮
町
の
自
然
保
護
と
再

生
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
寄
付
さ
れ
た
１
億
円
を
基

に
作
ら
れ
た
基
金
で
す
。 

 

大
塚
氏
は
日
本
の
美
し
い
自
然
の
保
護
と
失
わ
れ
た
景
観
の
再

生
を
第
二
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
の
日
本
橋
川
と

神
田
川
の
水
質
浄
化
、
鴨
川
の
大
山
千
枚
田
の
棚
田
の
保
全
、
熱
海

の
梅
園
の
再
生
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
一
宮
で
は
こ
れ

ま
で
に
県
有
保
安
林
を
「
し
お
さ
い
の
森
・
花
の
小
径
」
と
し
て
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
に
も
理
解
を
示
さ

れ
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
の
活
動
を
応
援
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
回
の
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
の
開
催
を
歓
迎
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

大
塚
基
金
無
し
に
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
を
一
宮
で
開
催
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

開
催
の
経
緯 

 

ウ
ミ
ガ
メ
会
議
を
主
催
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ウ
ミ
ガ

メ
協
議
会
か
ら
、
昨
年

10
月
に
急
遽
２
０
１
５
年
の
会
議
開
催

の
協
力
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
諾
し
て
一
宮
町
で
開
催
さ
れ
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
会
議
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
を
し
て
い
る
人
や
研
究

者
、
水
産
関
係
者
ら
が
、
全
国
は
元
よ
り
海
外
か
ら
も
参
加
し
て

各
地
の
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
す
る
会
で
す
。
１
９
９

０
年
か
ら
毎
年
開
か
れ
て
今
回

26
回
目
を
数
え
ま
す
が
、
首
都

圏
で
の
開
催
は
一
宮
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

開
催
の
ね
ら
い 

 

歴
史
あ
る
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
を
一
宮
町
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
で
、

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
や
環
境
問
題
に
対
し
て
町
民
は
も
ち
ろ
ん
近

隣
市
町
村
の
方
に
も
関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
こ
の

会
議
が
全
国
や
世
界
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
宮
町
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
会

議
を
き
っ
か
け
に
知
名
度
を
高
め
、
実
際
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
移
住
者
に
よ
る
人
口
増
加
を
促
す
と
と
も
に
観
光
客

増
加
な
ど
の
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

補
助
金
申
請
の
流
れ 

 
一
宮
町
補
助
金
等
交
付
規
則
に
則
っ
た
補
助
金
申
請
の
流
れ

を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

① 

前
年
度
に
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
概
算
資
料
に
基
づ
い
て

予
算
を
編
成
。 

② 

補
助
対
象
事
業
の
細
目
が
固
ま
り
次
第
、
詳
細
な
資
料
と

交
付
申
請
に
よ
り
補
助
金
の
金
額
を
決
定
。 

③ 

事
業
完
了
後
、
実
績
報
告
書
の
書
類
審
査
と
場
合
に
よ
っ

て
は
現
地
調
査
に
よ
っ
て
実
際
の
交
付
額
を
決
定
し
支
出
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
補
助
金
の
金
額
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
の
交
付
申
請
が
あ
り
、
町
が
精

査
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

千
葉
県
環
境
財
団
の
助
成 

 

ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
産
卵
で
き
る
自
然
環
境
を
後
世
に
引
き

継
げ
る
よ
う
、
会
議
の
開
催
を
契
機
に
一
宮
町
だ
け
で
は
な
く
九

十
九
里
沿
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、

昨
年

12
月
、
一
般
財
団
法
人
千
葉
県
環
境
財
団
に
環
境
再
生
事

業
の
助
成
を
申
請
し
ま
し
た
。
４
月
に
環
境
再
生
事
業
に
採
択
さ

れ
、
対
象
事
業
の
２
分
の
１
が
助
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
３
６

４
万
９
千
円
の
交
付
決
定
を
受
け
ま
し
た
。 

 

財
団
の
助
成
対
象
は
会
議
開
催
と
町
が
行
う
保
護
活
動
事
業
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
会
議
開
催
の
主
体
は
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会

で
す
が
、
会
場
の
借
り
上
げ
代
や
砂
浜
観
察
と
会
場
地
の
バ
ス
運

送
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
宮
町
が
誘
致
す
る
た
め
に
町
が
支
出

す
る
と
い
う
こ
と
で
助
成
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

予
算
の
組
み
替
え 

 

財
団
の
助
成
事
業
の
活
用
に
は
町
か
ら
の
補
助
金
の
組
み
換

え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
予
算
の
内
訳
を
明
確
に
し

て
議
会
に
て
皆
様
に
お
諮
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
宮
と
ウ
ミ
ガ
メ 

 

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
に
と
っ
て
、
日
本
の
海
岸

砂
浜
は
北
太
平
洋
で
唯
一
の
産
卵
場
所
で
あ
り
、
一
宮
町
を
含
む

九
十
九
里
浜
は
そ
の
北
限
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
一
宮

の
海
岸
に

35
回
の
上
陸
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

18
ヶ
所
で
産
卵

し
て
い
ま
し
た
。 

 

一
宮
町
で
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動
は

20
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、
１
９
９
４
年
に
秋
山
章
男
先
生
（
元
東
邦
大
学
理
学

部
教
授
）
が
お
一
人
で
生
態
調
査
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
し
て
２
０
０
９
年
に
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
が
調
査
活

動
を
引
き
継
ぎ
、
今
日
ま
で
献
身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
４
月
に
一
宮
町
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
が
成
立
し
、
見
守
る

会
の
会
員
３
名
が
町
か
ら
保
護
監
視
員
に
委
嘱
さ
れ
、
観
察
や
海

岸
清
掃
な
ど
の
活
動
に
加
え
て
、
捕
獲
な
ど
の
違
反
行
為
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

最
後
に
、
一
宮
町
で
開
催
さ
れ
る
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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